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１．概要（Summary） 

5G/Beyond5G、自動運転、AI 等の普及に伴いデータ

センタの光伝送部品には超高速化と共に薄型化が緊急

の課題になっている。この為電子部品と光部品が一体と

なったシリコンフォトニクスが台頭してきている。しかしこれ

に光を入出力させる実用的な部品は未だ実現できておら

ず薄型化のボトルネックとなっている。本計画は独自開発

の集積型レンズを用いてシリコンフォトニクス用超薄型の

光入出力部品の開発を行う。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用を検討した装置】 

  ダイサー（ディスコ DAD-3240東北大学工学部所有） 

 ＊岩手県内で借用できる装置では高精度のマルチピッ

チ多段カットができる装置が無い為、実験ができなかっ

た。しかし東北大学が所有しているディスコ社製

DAD3240 であれば加工実験成功の可能性が高い為、

借用する事となった。 

【実験方法】 

弊学より持ち込んだ硝材と砥石（ブレード）にて下記の

加工実験を試行した。 

① 硝材（青板ガラス t=2 mm）を材料①（10 mm×

30 mm）4枚と材料②（20 mm×30 mm）4枚に

切り出す。 

② 材料①の長手端面部に 90度 Vブレード（t＝1.4 

mm）の片面を用いて幅：1 mm、深さ：1 mm の

45度の傾斜を製作（多段マルチピッチカット） 

③ 材料②の中央部分に幅 2 mm、深さ１ mmの 90

度の V溝を製作（多段マルチピッチカット） 

 

 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

【結果】 

実験にて作成した治具部品の精度は良好で、組上

げた治具での測定では、マイクロプリズムの各辺を精度

よく平行にセットでき、レーザー顕微鏡等で各辺の面精

度、面粗さ等の高精度計測が短時間で可能となった。 

 

【考察】 

東北大学工学部所有のダイサーDAD3240 により、

マルチプログラム加工が短時間で実現でき、今後のプリ

ズムサイズの変更等へ対応できる見通しを得た。 

 

４．その他・特記事項（Others） 

なし 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし 

 

６．関連特許（Patent） 

なし 


